
9  夏 まきサヤエ ン ドウにお ける 「白黒ダブルマブし,チ」の不!用

(閥試高冷地分場操 北専技室)

1 1 )背 景 とね らい

サヤエンドウの夏まき作型はは種以降高温条件下で推移し、立枯病、ウィルス病、つる枯
'

病善などによる欠株発生、また落花による着災不足によって収量的には極めて体収なのが現状

である。このため夏季高品時の地温低下とポリマルチによる増収効果を目的に白黒ダブルフィ

ルムを検討 した結果、従来の播地栽培より増収効果が大きく認められたので夏まき作型の増17

対策の技術の一環として参考に供したい。

( 2 ) 技術 内 奮

0 白 黒ダブルマルチ 〈表 :白、0.02%】よ夏季高温時の地温低下作用が大きく、夏まきサヤ

エンドウでは露地に比較し増収効果が高い。

② 適 応抑域は県下全域とする。

1 3 )指 導上 の後意点

① 砕 土雑地を丁寧に行ない、ポリフィルムを上壊表FFFiに密着させ均平に被覆して地温低下の

効率を高める。

② 土 竣水分を確保じ発芽率を高あるためポリフィルムの被穫は乾燥時を避け降雨を待って行

なう。

0 ま きつぼの孔径を大きくすると十分なマルチ効果が期待できないので、マルチ面に切れ込

みをつけては種する。

④ 欠 株防止のため 1まきつぼ当たりのは種粒数は3～ 4粒 とやや厚くすると

( 4 }試 場i成績 の転i要

① 試 験年次および場所

昭和54年 岩 手県8-l芸試験場高冷地分場 九 戸郡稲市町有家 (現地実証園)

② 試 験方法

園試高冷地分場

④ 耕 種概要  は 種期 6月 H日 、6月2]日、7月 13日

栽種距離  畦 幅 100御、株間20御、2本立 (5000株/10a)

施肥量 (駒/10a) N9.6  P017.6  K09.6        1…

供試品極  30日 紺茨
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③ 供 試条件  露 地 (無マルチ)区   白 黒ダブルマルチ区i

⑥ 面 積及び区制  1区 9材  2区 制

現地実証圃 (九戸郡種市町)

④ 耕 種概要

は 補 期  7 月 6 日

栽植距離  畦 幅 100卸 、株問15∽、2本立 (6666株 /10a)

施肥畳 (Kク/1o a) N9.6  P016.8  K09.6

係試品嶺  30日 補爽

◎ 供 試条件  露 地 (無マルチ)区   白 黒ダブルマルチ区

④ 面 積及び区制  1区 152,〃 1区 制

③ 試 験結果

〔1)気 温の高い8月第 3～ 5半句では白黒ダブルマルチ区は最高地温で27Cを 越え
:る

ことは

なく、無マルチ (露地)区 との地温差も4～ 5C低 く、地温上昇の抑制効果は十分認めら

れた。また気温下降期の9月以降の地温差は少なくなり、後半になるに従って差は僅少と    ,

なった。

(2}発 芽の区間差は認められず、無マルチ、白黒ダブルマルチ両区とも発芽率は93%を上回

り順調な発芽を示 した。

(3)発 芽後の生育は白黒ダブルマルチ区がまさり、収穫開始時では生枝長、節数ともに上回

る結果となり、収椎終了時の生育も同様の傾向を示した。               ｀

(4}収 量は白黒ダブルマルチ区が各は種期で無マルチ区を上回り,安 定 した収量を示 した。

各は種期とも上爽、曲薬軍量でまさり、白黒ダブルマルチ区は無マルチ区に比べ13～36%

の増収を示し、ポウマルチの効果は顕著に認められた。また時期別収量では白黒ダブルマ

ルチ区の初期収量は低かったものの初期以降は無マルチ区を上回る経過であった。

病善による欠株の発生は白黒ダブルマルチ区が無マルチ区より少ない傾向を示した。
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15)主 要成果の具体的データ

図 1 地 下 5筋 の最高 ・平均地温の変化

月 ・半旬 8.3    4    5    6   91

図 1 ナば!下5初の最高 ・平均地温の変イヒ

表 1 生 態調査 (7月 6日 まき、現地実証囲)

表 2 収 量調査 (7月 6日 まき、現地実証閣)
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表 3 収 量調査 (園試高冷地分場)
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表4 時 期別収量 (駒/10a)
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図 3 白 黒ダブルマルチの時期別収量比 (対無マルチ比)

(1)残 された問題点              t

tl)白 黒ダブルマルチによるウィルス病の軽前について

(2)白 黒ダブルマルチ利用における密植の収雷性
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